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マリー･ローランサン《二人の姉妹》1931年 カミーユ･コロー《ポール=ベルトーの公園にて》 1 862年　　ピエール-オーギュストルノワール≪水浴する女性》 1 915年頃

ユーゴスラビアの首都ベオグラードの中心部･共和国広場に面

して建つベオグラード国立美術館は､ 1844年に創設された総

美術館で十㍍現在､ 1万平方メ-

点以上にのぼる収蔵品を擁し

東欧諸国内でもプラ-国立

こえるスペースの中に30

の賓の高いコレクションは

いまlo

先史時代の考古資料から現代の作品までまた地域的には

ヨーロッパ各国から極東にいたるその豊かなコレクションの中から､

20世紀のフランス絵画を5つの部門に分けて紹介しま1.

コローなどの自然 ネやルノワ｢ルら印象派･後期印象派

とナビ派､フォーヴナスム､キュビスム､エコー

-と続くフランス美術の大きな流れ吠選りすぐったペオ

グラード国立美術館の伐表作109点によって見渡せることと思いま

10これらの作品のほとんどは永く西側諸国に公開されることなく秘

蔵されていたものですがここの機会に知られざる名品の数々をぜひ

ご鑑賞くださいo

ピエール･ボナール《食事する子供》 1 900年

カミーユ･ピサロ《ベルヌヴァルの風景,午後》 1 900年

クロード･モネ《ル⊥アン大聖堂》1892辛

入場料-一般900円/高大生600円/小中生300円(前売り及び団体20名様以上は2割引)


	ベオグラード国立美術館展(表)
	ベオグラード国立美術館展(裏)

